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1.　研究目的

体内の栄養状態の判定には， ビタミン負荷後尿中に排

出ナるビタミンの測定あるいは，血清蛋白質ビ タミン の

分析が行な われてい るが，いずれ も時間 と経費 がかか る

ばか りでなく，採血は一般には困難である。

われ われは毛 髪中シスチン含量が,   V.A お よび動物性

蛋白摂取状態を反映 するこ と，ま た暗調応がＶ．Ａ以外 の

他のビ タミンおよび牛乳飲用の影響を うけ，充分な 栄養

状態においては正 常な暗調応を示 すこ とを認 めた。こ の

研究はこれらの事実をもとにし て，簡易に人々 の各ビ タ

ミン および蛋白質摂取 の 過不足を判定す る 方法を案出

し，適用す るこ とを 目的 とし てい る。

2. 方　 法

暗調応はHarris らの方法に よっ て測定し， 毛髪 中シ

スチン定量は,   3N 塩酸で120 ° C 4時間加水分解をし た

のち,燐 タングステン酸 で発色 させ比色定量 を行 なった。
3.　成　果

毛 髪中シスチン含量はいく分年齢に よる影響 をうけ る

が，それ以上に栄養状態 の影響 をうけ るので，地帯別 の

栄養状態の判定，学校給食 の効果判定，僻地帯 にビ タミ

ンお よび牛乳を負荷して，その経過を判定して，著明 な

成績を得たので報告する。 なおこれと平行して暗調応 テ

スト，尿中成分の分析，食事調査 も行 なったので，こ れ

らの成績を綜合し ながら報 告する。


